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研究成果の概要 

 

2023年度下半期は，①複雑な都市空間の計測及び定量化方法の開発と②マルチスケールな

住環境の定量化方法の開発を主に進めた．住環境として，街路景観の計測と定量化方法の開発

を進めた．①については，沿道建物の高さや壁面位置について，地理情報システム（GIS）を用い

てほぼ自動的に計測する方法を開発済（参考文献1）であるため，これを街路景観の計測と調和／

不調和の評価方法に発展させた．研究成果については，原著論文1と2として掲載された． 
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